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2018年度 中期経営計画コモディティとスペシャリティの両軸をバランスよく
 

















＊1：【Know-how、Know-why集】作業手順などにおいて、Know-how（どのようにすればよいか）、Know-why









物流安全の取り組み
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健康づくり活動



私たちは社会と共存し信頼を得るため、コミュニケーション活動を大切にしています。

2015年度の活動実績をご紹介します。
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地域に根ざした、愛される工場づくり
亜細亜工業の主力製品である塗料の製造では、自動缶内調色設備

の拡充による省資源、廃棄物削減、有機溶剤発散防止などの環境負荷

低減への取り組みを行っています。

また、地域への情報発信、近隣企業

との連携、工場見学の受け入れなどを 

通じ、地域に根ざした工場づくりを進め

ています。

地球環境に配慮した製品の創出
創業以来、ポリエチレン・ポリプロピレンを主とする合成樹脂フィルム 



オンリーワン商品の開発により、お客さまに驚きと感動を提供し、ともに成長することで社会に貢献

久喜事業所は「彩の国工場＊」に指定されており、豊かな 



コモディティ分野とスペシャリティ分野の両軸をバラ 
ンス良く発展させていくとともに、財務強化に努め、 





◆



■地球温暖化対策
2015年度のエネルギー原単位指数は、2009年度比で98.5%となり、前年度より1.8%改善しました。
主な要因としては、南陽事業所と四日市事業所での増産が挙げられます。南陽事業所では2014年度下期に第三塩ビモノマープラント

の増強が完了し、2015年度は通年で苛性ソーダの生産量の増加、ウレタン製品の増加によりエネルギー原単位が改善しました。
また、四日市事業所においても、苛性ソーダ増産、エチレンプラント高度制御の導入によりエネルギー原単位が改善されました。生産



■物流における環境対策
2015年度の輸送数量（トン）実績は、旧日本ポリウレタン工業との2014年度下期合併の影響（2015年度より一年間分の実績増加）

により、










